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研究成果の概要（和文）：新たなメタデータ作成ガイドラインであるRDA（Resource Description and Access）
のわが国での実装に向けて、メタデータ作成者による理解を支援するために、①RDAに即したモデルとRDAメタデ
ータ作成タスク自体のモデルなどを構築して提示し、加えて②RDAメタデータ作成スキーマとして有力視されて
いるBIBFRAMEの検討を行った。また、RDAに基づくメタデータ作成処理の支援を意図して、③既存書誌・典拠レ
コードから著作と表現形のデータを抽出し統合すること、および④メタデータの主題表現力の強化に向けた分類
と件名の統合的活用のための状況調査と実験等を行った。

研究成果の概要（英文）：For implementing RDA (Resource Description and Access), which is a new 
guideline on metadata creation in libraries, conceptual modeling for the bibliographic universe 
represented in RDA instructions and also modeling for the description tasks making up RDA metadata 
creation were conducted. BIBFRAME, which is a primary candidate schema for RDA metadata, was 
evaluated from the viewpoint of suitability for RDA metadata. In addition, for aiming to assist in 
metadata creation with RDA, extracting work and expression data from existing bibliographic and 
authority records integration was experimented. Integrated utilization of classification schemes and
 subject headings was also experimented towards the enforcement of subject representation in RDA 
metadata.

研究分野：図書館情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)2010年にRDA（Resource Description and 
Access；資源の記述とアクセス）が冊子体およ
びオンラインツールRDA Toolkitとして刊行さ
れた。RDAはこれまでのAACR2（英米目録規
則第 2版）の後継に当たるが、欧米における長
期間の議論と検討の末に完成を見た、図書館等
における新たなメタデータ作成ガイドラインで
ある。米国議会図書館や書誌ユーティリティ
OCLCなどは、2013年春より正式にRDAを採
用しており、他の主要国でも同様に採用が計画
されていた。他方、わが国では、国立国会図書
館が国外刊行物（いわゆる洋資料）に対して
RDAの適用を開始した。 
 
(2)RDA は、これまでの AACR2 とは異なるい
くつかの大きな特徴をもっており、①FRBR（書
誌レコードの機能要件）、FRAD（典拠データの
機能要件）という概念モデルに完全に立脚して
いる、②著作、表現形、個人・家族・団体とい
う、これまでの典拠データに相当する部分につ
いて明確な位置づけと規定化を図っている、③
著作間、表現形間、体現形間の関連や、著作等
と個人等との関連など、関連の同定とその記録
を重視するなど、複数の特徴を備えている。こ
のような新たな特徴群を有するため、RDAを正
確にかつ短時日で理解することは容易とは言い
難い。目録担当者向けの学習用教材なども公開
されているが、それらをもって十分とは考えに
くい。また、実際に RDA を用いてメタデータ
作成を行う際には、例えばこれまでと大きく異
なる処理内容を伴う、著作や表現形を記述し関
連づける処理において戸惑うことが予想された。 
 
(3)こうした点から、①メタデータ作成者の理解
支援に向けて、RDAに即したモデルおよび適用
事例等を効果的に提示すること、および②RDA
に基づくメタデータ作成処理の支援システムを
開発することが必要かつ有効と認識された。そ
の背景には、研究代表者自身が、RDAの刊行以
前から FRBR 等の概念モデルを独自の視点か
ら検討してきており、RDA の完成後は主に
FRBRおよびFRADとRDAの概念モデルとし
ての相違を明らかにすることを行ってきたこと
がある。 
 
(4)特にわが国の既存の書誌・典拠レコードは、
日本目録規則の伝統や慣習もあり、欧米に比べ
て著作・表現形の記録が脆弱である。それゆえ、
RDA によるメタデータ作成を円滑に進めるた
めには、新規の処理対象資料に対する著作・表
現形の同定と既存の記録化された著作・表現形
との照合処理を適切に支援する、独自の機能が
必要であった。 
 
２．研究の目的 
(1)RDAに即した概念モデルの提示：RDAとい
うガイドライン自体が表す概念モデルを、
FRBR および FRAD との相違を明確にしつつ
明らかにする。また、FRBRなどには含まれて

いない要素、例えば「参照した情報源」・「目録
担当者注記」など、いわばメタレベルにある要
素を含めて妥当なモデルを提示する。こうした
検討には既に着手しており、全体の整合性など
をさらに整え、包括的なモデルとして提示する
ことを試みる。 
 
(2)RDA ルールの分析とモデリング：メタデー
タ作成者にかかわるタスクのモデリングを行い、
このタスクと RDA が示す記述原則
（Principles）とから、RDAガイドラインを構
成する個別ルールの位置づけを再規定する。他
方、個別ルールの構成要素等を分析し、その内
的な構造化を図るとともに、ルール間の関係分
析を行い、個別ルール内部およびルール間にわ
たる構造の可視化を図る。これらは、RDAによ
る記述処理の理解を容易にすることに通じると
考える。 
 
(3)ルールの適用事例の蓄積・表示機能をもつシ
ステムの構築：メタデータ作成処理において入
力データとなる情報源および適用した個々のル
ール群、そして処理結果であるメタデータ（記
録されたエレメントとその値）を組み合わせて
蓄積する機能を有するシステム、さらには蓄積
されたメタデータとその情報源、適用ルールを
適切に表示する機能を有するシステムを構築す
る。 
 
(4)既存レコードからの著作・表現形データの抽
出・統合システムの開発と評価：RDAに基づく
メタデータ作成処理のうち、特に著作と表現形
のメタデータ作成を支援するために、既存の書
誌・典拠レコードから著作および表現形に該当
するデータを機械的に抽出し、複数レコードか
ら抽出されたそれら同一著作・表現形のデータ
の統合化を図るシステムを開発し、その性能を
評価する。 
 
３．研究の方法 
(1)RDA 自体が表す概念モデルを、FRBR およ
びFRADを参照しつつ、それらとの相違を明確
にした上で構築した。加えて、メタレベルにあ
る RDA 特有の要素をも整合的に表現できる方
式を模索した。次に、こうして構築したモデル
を踏まえて、さらに構造的な値の表現力の導入
など、詳細化・精緻化を図る方策を検討した。
その過程では、他の複数のメタデータモデル等
を参照した。 
 
(2)RDAモデル構築の一環として、RDAおよび
それが依拠するFRBRを、優先する実体の観点
から改めて検討した。研究代表者は以前に「テ
キストレベル実体を基盤にした概念モデル」（表
現形優先モデル）を提案している。そこでRDA
やFRBR等に対して、優先する実体を変化させ
たときのその帰結を確認しつつ、特に表現形を
優先したときのモデルを検討した。 
 
(3)個別の RDAルール（インストラクション）



を分析しモデリングを図る一つの方策として、
メタデータ作成者にかかわるタスクの観点から
RDAルールを分析し、記述処理タスク自体のモ
デリングを試みた。また、設定した記述処理タ
スクに基づき、個別ルールの RDA 内での位置
づけの明確化と、他のルールやタスクとの相互
関係の明確化を図った。 
 
(4)米国議会図書館が主導する BIBFRAME プ
ロジェクトにおいて提案された最新版のバージ
ョン 2.0（2016年公表）を取り上げ、そのモデ
ルおよび語彙について検討した。BIBFRAME
は、現在、RDAを用いたメタデータ作成に際し
て利用しうる有力なスキーマとして提案されて
いるため、RDA モデルとの相違の確認、RDA
メタデータ作成用スキーマとしての適切性など
を検討した。 
 
(5)国立国会図書館件名標目表（NDLSH）にお
いて、件名標目に対して概念上で対応する日本
十進分類法（NDC）新訂 9版の分類記号が「代
表分類記号」として示されている。国立国会図
書館作成の書誌レコードに付与されたNDLSH
件名標目と NDC分類記号の組み合わせの中で、
代表分類記号が付与されている割合を調査した。
普通件名と地名による件名に分けた集計、分類
記号の前方一致を加えた集計、レコード内先頭
出現の件名標目に限定した集計など、詳細な集
計と分析を行った。また、「代表分類記号」が付
与されている件名標目の範囲は限られており、
細目を伴った件名（主標目＋細目）には代表分
類記号が原則付与されていない。そこで、書誌
レコードに付与された細目付き件名と NDC新
訂 9版の分類記号の組み合わせの中から、当該
件名の代表分類記号となりうるものを機械学習
によって同定することを試みた。人手によって
妥当性を判定した件名・分類記号ペアを準備し、
機械学習の適用実験を行った。なお、こうした
調査および実験は当初の研究目的の範囲に設定
していなかったが、RDAメタデータの主題表現
力を最終的に強化するためには不可欠と考え、
敢えて追加した。 
 
(6)RDA に基づく著作と表現形のメタデータ作
成を支援するために、国立国会図書館作成の既
存書誌・典拠レコードから著作および表現形に
該当するデータを機械的に抽出し、複数レコー
ドから抽出されたそれら同一著作・表現形のデ
ータの統合化を図った。現行のMARC21書誌・
典拠レコードスキーマを採用するのではなく、
著作・表現形・体現形・個別資料ごとのメタデ
ータスキーマによるメタデータ作成を前提とし、
どの程度の網羅性で著作・表現形のデータ（エ
レメントとその値の組）を抽出できるのか検証
を試みた。 
 
４．研究成果 
(1)RDAはFRBRおよびFRADに依拠しつつも、
独自の概念モデルを有していると捉えるべきこ
とを検証し、その成果を RDA モデルとして公

表した。加えて、さらなる詳細化・精緻化を目
的として、イベント実体の導入と、表示要素に
対応する属性の独立実体化を図り、それらを組
み合わせて採用した RDA モデルを提案した。
①「イベント」とは、イベントへの入力と出力
となるリソース（実体）、関与するエージェント
となる実体とそれぞれ関連をもち、時間や場所
などの独自の属性を備えたものとなる。こうし
たイベント実体の導入により、リソースとエー
ジェント等の実体間の、全体としての多項関連
を表現できる。②タイトル表示など、情報源上
の表示要素でもある一部の属性（RDAエレメン
ト）について、独立した実体とすることを提案
した。それにより、たとえば体現形とそのタイ
トル、責任表示、出版地、出版者名、出版日付
等の値（表示文字列）との多対多の関連、およ
び情報源上での各種表示と最終的に選択され記
録された値との関係を表現することができる。
併せて、メタデータとそのモデルの構造化、特
に構造的表現力の観点に依拠し、RDAモデル、
BIBFRAME モデル、FRBRoo（オブジェクト
指向FRBR）などを取り上げ、それぞれの構造
化の方式や程度について検討した。これらに該
当する一連の研究成果は、大きな意義をもち、
かつ有効と判断される。 
 
(2)同一実体構成によるモデル内で特定実体を
優先したときに、どのような変化が生じるのか、
さらにはいずれの実体を優先すべきかは、相互
運用性にとって重要な問題であることを再確認
した。RDAおよびそれが依拠する FRBRモデ
ルの実体構成を素材にして、その優先する実体
が異なる 5つのモデルパターンを派生させ、モ
デル間に生じる相違を確認した。①各実体のイ
ンスタンスの必須度や、個別資料に出現したタ
イトル等を属性として割り当てる実体などの相
違が、特定の実体を優先することの直接的な帰
結であり、②個人等の実体との関連づけ、集合
的実体に相当するケースの扱い、縮約・改訂等
の扱い、同一コンテンツの場合の扱いなどに生
じる相違が間接的な帰結であると結論づけた。 
 
(3)RDA メタデータ作成者によるメタデータ作
成（記述処理）という、これまで取り上げられ
たことのないタスクについてモデル化を試み、
記述処理タスクのモデルを提案した。個々のタ
スクは「イベント」概念に相当すると捉えるこ
とができ、多様な要素を結びつける多項関連を
イベント実体をもって表現した。タスクのモデ
ルは基本的にタスクへの入力と出力のリソース、
処理の実行者である「カタロガー」、そして処理
を制御する「RDAインストラクション」などか
ら構成される。FRADモデルから典拠データ作
成タスクのモデルを導出し、RDAに適応するよ
う修正を図った。また、RDA記述処理タスクは
複数の粒度で設定し、たとえば体現形の同定・
記録タスク、体現形タイトルの記録タスク、体
現形タイトルに関わる個別インストラクション
に対応するタスクなどのモデル化を行った。な
お、こうしたモデリング結果を活かして RDA



ルールの適用事例の蓄積と表示機能をもつシス
テムを構築する予定であったが、主に時間的な
制約により未着手となった。 
 
(4)BIBFRAMEの最新バージョン 2.0について、
主に①RDA メタデータの作成用スキーマとし
ての観点、および②RDAメタデータを超えて多
様なメタデータの交換・共有用スキーマとして
の観点の両方から、その適切性を検討し、問題
点等を指摘した。①については、現行の
BIBFRAME では RDA エレメントに対応する
プロパティが十分ではなく、RDAから多対一ま
たは多対多の対応となるプロパティが相当数あ
り、これらは RDA のエレメントとその値の組
みに適切に戻すことが困難であること、また表
現形が適切に扱えないなど、RDAメタデータを
十分に表現できないことを指摘した。②につい
ては、プロパティの定義域が極めて緩やかな設
定とされている結果、一定程度の品質を伴った
メタデータの管理に適切ではないことなどを主
に指摘し検証した。これらの成果に加えて、
RDA や BIBFRAME を含め、図書館目録全体
のこれまでの経緯および現在の動向等について、
図書の分担執筆および雑誌論文の執筆、学会の
招待講演等を機会にして広範にまとめることを
行った。これらにより、 RDA そして
BIBFRAMEの位置づけがさらに明確にできた
ものと考える。 
 
(5)RDA メタデータの主題表現力を最終的に強
化することを意図して、NDLSH 件名標目と
NDC 分類記号の対応づけの状況調査、および
両者の統合的活用法の検討を行った。普通件名
と地名による件名に分けた集計、分類記号の前
方一致を加えた集計、レコード内先頭出現の件
名標目に限定した集計など、さらには NDC分
類記号の側からの集計など、詳細な集計と分析
を行った。また、両者の対応づけの自動化また
は作業支援の方策として、細目付き件名標目に
対応する分類記号を機械学習によって自動的に
付与できるのかを実験により検証し、その有効
性と限界を確認した。実験では、学習用データ
の設定において複数の方式、件名・分類記号ペ
アの属性群設定において複数の属性集合設定、
さらに複数の機械学習法という条件を組み合わ
せて実験を行った。 
 
(6)国立国会図書館作成の既存書誌・典拠レコー
ドを用いて、著作・表現形データの抽出と統合
を試行した。著作データについては研究代表者
が以前に試行した実験と同程度に抽出・統合す
ることはできたが、それを超えて網羅的かつ精
度高く抽出・統合することはできなかった。ま
た、表現形データの抽出については時間的な制
約もあり、報告するに足る成果が得られていな
い。 
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